
- 1 ー

キ属の根癌に閲する研究(第 4 報)
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ハンノキ属根癌より放射吠菌 (Actinomycetes)

分離に闘する試験

J、

Seiji UE~IUI:A: Studies on the root nodules of alders (Alnus spp.). (1¥') 

Experiment on the isolation of actinomycetes from alder nodules. 
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ヤマモ林込二I ~ ，特Iこf汗:巳林i也の改良，砂防法林の植栽怯J陸として主視されているハンノキ，

モp グミ民等に同する肥料木(非主干:1がえキ品

応用方面白完壁を期するためには，産業分野にむける宣科作物OU.)根出l白の研究の1<11 く，窮極を

此等肥料木の根癌菌の純粋分離並び、に優良菌株の撲別応用の域迄進めるととの必要なるは論を

侠たざる処で、ある。

因みに，ハンノキ属根癌菌θ分類学的位置に関しては p 筆考 (1951) が第 1 報で紹介せる如

し之迄高等寄生植物設，続状菌誼，細菌設，放射状菌又は之に類似の高等細菌話等と種々異

設が与するも，最近の学会権威は，主として共の細胞学的研究の結果，一種の放射状菌とする

設に一致している処であり p 殊に Plotho (1941) は，共の実験過程に多少の疑問は{-fーするも，

ハンノキ属根販車iは放射状菌 Actinomyces alni なる事を実証するに至っている。
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~n: パーは 11{4 平 11 15 /'1 "+i;J'いt験場にぷ間以来，肥料ドとjし「の Æj~N，'nf，Îの i;!;林 )jri'li lこゐける利川を攻

究Ij lであって，件にハンノ -'i!- 'á::~I~~tVni~ìの分枇試験l土IlFj手11 15 /'1'-以来， }主'1 1江~2 ペ)~U上界ノた;長lG勃発

による応イ(の為，メL3 ヶ年[:\jljl組を余儀なくされたのをjí~き，づ|続き実験ri lで ， -~とだ完成の主主

起は到j_tーしていなし、が，現机j主(l1{j手1125/'1'- 3 J1)にハンノキ，ヤシヤプシのtlHr.'Î より 100 公

株の比例状j{，日米 (Actinomycetes) 及び数Ncrnの~:lIn~，Î をう同:ffLA'ふたので ， __A [J~;と迄の分)111;試験

の怒過を予淑も::1rt1J.て JliGt，l'.1めた次第である。

f/,j +~'(;u-;なは主として守!: (í-がlI{j平11 21 "'1'-10 JJ から II{{手1125 年 3n迄法林行材jミ正式験場大阪支

叫Jli品分場に fr:1UJ r[1 に行ったものを対奴としてゐ 1) ， 共の組問については， Il{j 手11 25 "'1'-12 } J 9 

fl fl 本材、学会閣東支部小民会で抗日{したものなるととを附 JÌ己する。

11 試験材料並びに其の撰擦について

ハンノキ/'~1WM閣のう上高fÞ.に lZT し， ji;上初jユ(5-1むさるべきことは， う子高11 の ü[-fl.ngjについてである

が， T!/H:tl花粉jのi1Ufi'i (主， :J l:の外郊の状態及びl句作物の顕微Sfi検査により或る松!主の判断を不易

にドし件る J斗合が多いが.ハンノキkri，の以前 l土多年生でJJ.つ鏡検によって共の内符物を簡単l乙

判断し 'ï~H，いのでp 分~lfI~式験は分離主T-時WJの発見も 1射よる立i味で，川来るだけ JJ 1111 1 .L:，U:，千干辺

2~G 1 " 1実施した。

分~J~;式験川11HMの選択に当 1) ， '::f'Ì:干II(物の制令，組前の老;:t'f ， -}(ノj、，支突の Jl介，新鮮!支:1j~

が川!起となるが，故初出刈山県一 l二道ill~rf:î l:.'ïÆ'H.氏 í~l ， ~副本'(1林業ρt験場た|収支:lJ/jjf:j応分以Jのi'r'i{1 1I

に1'11(:;l:lGさ ALているtよJ 10 /'I'-~j:_のハンノキ (Alnus jaρonica Sieb. et Zucc.) のtI~1iW をイ史 ilJ し

たが，結}"J;f'I'~ 、先I'J: に所生して v，るおt しいtì~刑判3てましい様 i乙巴われたので， 後/[モμp ち昭和22

"'F5 JJ ..fく以降は，白ら l'iJ"Ni :J:/l 1に完成した1三年乃王 2 "F~t(J_)ハンノキ及び、ヤシヤプシ (Alunus

firma Sieb. et Zucc.) のH~桁を)j J ~、 fニ。

il~~M はう'1Jjhiû!.~J~j:航物のitt全なるものに所生している，外1之の {iJ~H\ しなしゅrfft下で充実したもの

を遊び ， 1t~めや 1 1.つ乾燥しない様に制取って， i政 E と ;J\i立の iïiê;J，で'J:?Î'V を i5lい落し，若し根抵'J

が比較的大でづ}Ihk:状を呈する場合は，之をう子11皮 í:j:に分割し，lJiに行献と殺菌水で、ブヒ分沈滞した

後，孜副水を交した殺菌シャーレの r[ll亡152えて分、離試験に供した。

H，J之迄のj共栄lのJ宋集に際して，ハンノ干肢の古L 、んきな根抵'Î!土各組陸を泊じ，球形の珊土~J~犬

(f貯 [1二 1 二 d 型の根!WÎ と名目J けた。?Æ~ 1 図版 1 ， 2 参][(0 で色彩も濃招色を呈していたが， 共の

他に似めて稲で‘あったが，ハンノキ，ヤシヤプシの根癖i乙葡萄状塊形のもの(便宜J二 β型の根

FFfl とれ附けた。第 I 図版 3 ， 4 参mo が見受けられた。叉市1:/11に養成した若いヤシヤブシ，ヒ

メヤシヤプシ，オオパヤシヤプシの市本に治生している初期の根府は，先端近くが一般に-$;紫

色を呈して肘り，之に反しハンノキ，ヤマハンノキでは薄負=色を呈し，両111'の Imlこ色彩上IJJj瞭

な主:興が認められた。
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E 緩癌の滅菌並びに組鰻分離方法

ハンノキkr;:仰桁 )!a分維の至難なる坦1\ 111 として，立LiriiiJ庁養基の発見と jI，: Iこ，イi胡ifぷr i'ljの滅的の

問題が-j雪えられ， Plotlﾌo (1941) も従来の分離が失敗に帰したのは， /人f1\11の供州市を死滅させ

るととなしゲト郁夫ri'ljの雑菌を死減ーさせる土うなが')//万法がは 1+\ し件ないことによると指摘し

て J~. 1) ，従って l\:は以後に根417 を単にイ i織と氷でずごうよに洗糠し，更に泣f{，j ノkで'MíiTIも洗った後

アル{コ;I-で火t.hiíIìぶしたもの心l有吉開 l杭を i /J \.‘て成功している。筆x-も 11，<:{:Jj，従来の H/.去に

従って舵々なる土lり也を J+J い，之迄使IIJ されて来た :hI.J]óJ" アルコール， iiliHI交化次長，メルクロ

ン，ウスブルン手心減ït，j剤の，単独或は半11合せの夫n'li殺菌による分離li.点検を 1 Îってみたがp 多

く D場合比較的強力と品われる滅菌処Jljlで、はM"!f-の微生物の発生も認められ:Þ? !1 14すぎる lf寺 lこ

は多数の外1"，:1\雑 /t，j!!X は内部に生悼すると，141われる和/11自の発生が認められ，良~[なるがf込を得る

に至らなかった。 fr'，J メルクロンの場合には{似fJl を O.1~O.596 水溶液で1O~30 ぅ~ìl\J去面泊7与

をと行い，時/;J:;j'(--@'!，;J糖 ベプトン本 J(ljii長)，~ (手11 岐については第 lV C!íí参J!~tのこと) _ f-.で，

2rc で 3 f � li \J iltiWJの程度を調査して，夫前ie之/~，jが〉岩金と，i且われたもののみをMlj砕し(本程度

の殺菌はiWMI人']]'r-IIの根前菌lこ対し重たな影枠を与えないととは，後挫の::rn~ 白íí l[ 1 の1f~臨時砕れ?

による接f!fL試験で推定される所である)，之を材料として而千培養で分自日を行ってみたが， 多

くり場合相州のI人J]'¥:11 ~乙生徒しているものにゴ|子供やと批;之される成る植の*/11前(主として立科組

前菌類似の話/11前)の発生が見受けられたかjト~乙， 1/(身、J状菌の発生は認め{ij なかった。

されば，その後は_1:;1己 Plotho (1941) 心.}:，'Lnn している沿離方法を参)1日して， {'1ft 々分離試験

を繰返した結県， 111持々以下の方法を j主主:lj~~ く ÍÎえば，同ど機械íl':Jì先瀧処~:IIゆみで，保再Ji内部の

組織を外部雑ì'{jのは染を受ける事なく，分却し f'.}.乙 T}l:がわかったので，此の )j訟による分離を

繰返し実行した。 1111 ち

a l，jÎj速のシヤ{レの中 iこ貯えられた分維JIHH抑成はそのポIHJi' を p 殺Wjù.J;紙でイj~9fì'{夫両白水

分を交う士 þtl.、1:;り P 殺菌シャーレの1f 1の泣f.M地紙の_i-.Iこ世く。

b ~j(に力投W，j'-t~又は jH~菌絹I^J I乙上速の設/t，j シャーレを移し，アルコール火th泊ぶした釦子で・

ね~4f1[の jt;九百を軽く H~み p 同じくれIU5 した安全剃刀の棋を挑んだ)jIJ (Î_)鮒子で桜前を杭に切断

し(此の際JIJ いる釦:r-， ，々 全弟Ij刀の 11/主克宏冷却したものを J /J \.、る)， cj(に釦子でf刷与さ

れている I二記根府の切IHf阿より，アルコール火焔jjI)d/ した鋭し、 I IlH+J /J 三角刀を J Jj \.、て，保

4f;'[Çi_)外部に触れないよう ， TM も JJ主る nT <外j之によEい!人rt\l)中n織をか離し， ，とを予め i\1， 1Iiii して

沿いた試験1'ì;r[1 の 40 0 C 以ドにi存融した分説川培地(後速の如 1 く主として門事汚:ノ]，-'1'1ii荷籾f

←ーベプトン忠夫帰士山) I乙移し，分離組織J iーがたきい弘介は，試験管のl竹口で三角 Jl を川い

て!作砕した後，充分士j~.J也と混じ，シャーレに診して同:'1リi日正を行う。

íioì)!，l:fJJのJ(日は，根fAf 切断的i より組織を分離する|努，・ J&る 'nJ く外!幻乙触れないように1[ 1心i'ilí(ﾎ_) 
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組織を分制i して )IJ いたが，此の場合はイJlI二年微生物の発生を凡ない場合が多かったので， J与の後

は多少雑llMの発生による汚染の危険は予期されても，成る"iIJく恨4t'J外皮にJおEした内部組i慌を

) 1] いる方法を咋川した。?:~し此のÎ ，hUí"'の区分は主観的差異によるもので，厳情なる i{lj主を示す

ものではない。

又{尺究官の切断面[の }(/]、により， 1，，]-切断lúÎから 1)う至 3 度中11.織り分却を行った。

lV 分離用塔地の選揮

水分離試験川村fJ也として， jl主主Jjは一般に土岐放射状苗の分離に使)IJ されている Czapek 寒天

時地及びJ:壊世/1\液主夫培地を主とし，之にハンノキ!売の;!日~，茎p 相等の1':>1:/1 '，i夜を配合し，たも

のも )1] いてみたが， ~l~鼎夫前[の滅菌が多少強すぎた耳iーにも起凶したためか，灯ましい枯巣をjl}

なかった。たまたま Plotho (1941) の論文を入子ずるに及び，主として氏。好泊分離培地と

して捉刑している時f:J:水ーマンユツト主夫土庁地，肉エキス ペプトン25天川地及び、前者ーを多少

改変してよ1Iに 1% のペプトンを加えたfí~fJ:Jk-葡萄糖ベプトン~D(:l:ìfJ也を) 1] いて分離試験を

繰返して行った枯県， 3 X.の'1'時NJK- í'M萄糖ーベプトンぷフくた;地が放射状Wiの介陥に最も良

好な!J:\iJItを示したので， ~~のf交の分離 (IIR ，f;I[ 22 1，ド 5 )J 以降)には後史jì;の主fI <本土庁芸j主をごた而

1'1"1に使川した。イト此与の分部試験i乙 )1] いた土庁地の中I fJJJとを示すと_)くの如 l くである。

a) 階/:J:;J，-í'l幌市糖ーベプトン本天土庁義主主 (11 1存号 HP) : 佑訪日臓 20g， ぺプトン lO g , 

K~HPOj 0.2 g , KH2PO.j 0.3 g , MgSOι 0.2 g , NaCl 0.1 g , CaSOI 0.005 g , 百字:-/:j:JK

1COcc, ?(.�YlJJ'¥. SOOcc，裟天 15~18g， f，\J醇:旬:7J'(には，ヱピオス粉末に1OH-主の蒸11Wl]'(

を )JII え， コツホ?If:気1支NîおもでIn寺11\lil~fiî を行い， 24 n寺H\I主if~tで放置後， .1二澄1夜を諮祇で、

(ト，i\~ili1したものを )lJ いた。又ペプトンには上院{ベプトンを使川した。

b) 阿初、J:ノkーマン=ツト25フく収益 J，巳 (Plotho 抗11目土庁芸基， 111任サ H): .1-.越川義Jえよりベプ

トンを除き， :1'1雨羽粧の特りにマンニット 20g を JJJ いたもの。

c) 内ヱキスーベプトン:&~:ベ JWitJ，\;. (Plotho 1:Jil: I1 l:'，flf安基， 111持サ B) : グリセリン 20g，

Pepton Witte 12g, Liebig 肉エキス 8g， NaCl 2g，蒸市水 1000cc ， ;[;_ミ天 15~18g.

本試験では Pepton W itte の代りに上原ベプトンを1甘い，又 Liebig 肉ヱキスの代りに

肉汁 1000cc を月j い p 此の際 NaCl は 5g 加えた。 fl，J肉汁とはr!f販の牛肉中成可〈赤味

む部分 500g を細切として 21 入のコルベンに入れ，常水 lOOOcc を加え，コツホ蒸気釜

で約 1 時間煮沸後指過し，之を 10COcc にした黄色透明白液を指す。

d) Czapek 寒天培養主主(111存号 C) : 探糖 30g， NaN03 2g, KﾆPO! 19, MgS01 0.5g, 

KCI0.5g, FeS04 O.01g，蒸i貯水 1000cc，寒天 15~18g.

e) 土壌、浸出液ーマンニット寒天:lEi'養基(略号 S) : 土壌泣lHi夜 300cc，マンニット 10g，

KH2PO.0.5g, チl二水 700cc, ミ』ミ天 15~18g. 
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尚土壌浸/1\液とは IJ巴沃土壌 1kg に対し， JI: ノ，)\ 11 を力11 え， 高圧殺菌釜で 151b. 圧でがJ

1 時Jj日泣/I'，せしめ，之に石13<..を加えて rlt手11 し，協過した黄色の透明液を指す。

培養基の水素イオン濃度は比色法l乙より お HCl 及び NaOH 水i械引いて PH 6.8 内

外に柿整した。

上記分離操作の絡了したシャーレは 27 0C 定温掃qtl乙入Æ1，一定期I llJ (約 3 週間)適宜共の

裏面より低倍率の顕i蹴によって徴生物の発生状態を鏡検した。向室協が 27 0C 以 i二 IL~I.る夏

期は走温保持が不可能なのでそのまま放置した。

V 分離試験の結果

最初，白 Hiikll 21 :'.1 ミ 10 H至昭和122 年 4 月 H[] は， 12 同に亘って 10 年生ハンノキの根の

根癌について， 3形 H202 で軽い滅菌を行うか，或は単l乙鼠挫の石鹸と殺菌水による機械的洗

瀧を行った後，共の rlt心部に近い内部組織，或は外表皮に近い内部組織を分断材料として，主

として時台']:水ーマンユツト寒天帯地，内エキスーベプトン寒天培地，ニえいで、酵母水一葡萄糖ー

ペプトン裟J(培地， Czapek 寒天骨地を IJJ いて予や'ilr íl句に分離試験を行ってみたが，共D市品*は

第 I 去に示す如く， tR1市の外部に近い内部組織を}IJいた昨母水一葡萄糖ーペプトン寒天時地か

らのみ，昭和 22 :'.1'.3 月 7 日に 2 株及びFiJ 3 JJ 13 n に 1 株，根癌組織より発生したと，EI、われ

る放射状菌 (Actinomycetes) を得た。

されl;f，共の後は分離方式を一定にして，即ち石I検と殺)菌ノkによる機械的洗礁を行った根療

の表皮に近い内部組織をJiJい，培地は一律に酵母71\.-葡萄糖ーベプトン寒天帯地により，ハン

ノキについては r~lfll 22 :1 1三 5 月から昭和 24:'.1三 12 月迄，時々 1~4 週11U'lHきに計 87 回，同様

ヤシヤプシについては昭和 22 年 5 月から昭和 24 年 11)]迄計 72 阿，各n'ïl 1O~30 illílのシ

ヤ{レを川いて分湖 iltt験を実行した。 1Mハンノキの分激試験の故初の 21口l は， 10 年生の木l亡

附着している il~前を，他は何れも学年乃王 2 :'.1'-生の )2iの1足先1f を試料とした。

今本分離方法によるハンノキ，ヤシヤブシの{I~府から件られた放射状闘の分部結果を表示す

れば夫々2iH 去，第四去の如くである。

即ちハンノキで、は前後 87 rrll，計 1545 1j1iJのシャーレを川いた分離試験により， 根府車"織か

ら発生したものと推定される数種類に亘る 63 株D放射状菌株を，ヤシヤプシでは前後 721日1，

計 1411 伯!のシヤ{レを月]いて|司様 13 株の放射状菌株が分自fl された。勿論本分離方法が， i長

野lの外部滅菌を除外しているため，分離に供したシャーレ数の 30~40% 内外は，根~~/lの外部

雑lïî と思われる和iI産i及び、徽等の斐延により汚染を蒙り， 1(1りをj主し件なかったが，残余のシヤ{

レは主に組職より放射状ì'tî或は和Iì高:jV発生が認められたものを除いて，何等微生物の発生を見

ないものがえ部分を占めていた。
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第 I 夫 (Table 1) 

2, 3 の方法によるハンノキ根寝より放射状菌の分離試験結果

Results of the isolation of actinomycetes from alder nodules (Alnus jaρonica) 

by some methods. 

Z 月普 l L 霊lJ J 培地[シγl野iJLZ智状勢
恥 ( 醍器府Fi 分喰克諾蹴:訴詰抑Pの守伊置 i川(但凹P町IHI 68) i FN肌Jれun帥er 号ヤ竹u噌Fr凶 i川加1sol凶昭 Inよ;z泣;ま70ぱf 

isol品:ZZ(Li0rnl l nm0吋d由 |seぷpムiL山rよ3:立?ι!川M
i st旬巴釘ri叫i日liz包za油ti旧0叩n 1 noduJe tissue 1 1 u>~uç~ ! isolated I 川 | 

(1946) 3% H202 i .Itl ，rr'''rl-"O'''''''~ I H 10 0 0 V/U  .J..J...4........2 根腐中必部lこ .L.l. ~V v 

21. 10 .20 j 3 minutes 近い内部組織 B 10 0 口 i 
1nner tissue 

10.26 3% H202 n;arin゚ t~e ， _ H 5 0 0 
ntre of nodule 2 minutes ~~"C. ~~. H~~~'~ B 5 0 0 

10.27 I 3% Hj02 か H 10 0 0 

I 1 minutes B 10 0 0 

10.3013% 見O2 I か H 10 0 0 

10 seconds I B 10 0 0 

'~"h _ ~"，~ , . _ i H 10 
11. 8 石鹸と殺菌7.Kì:こ か w 

|よる機械的洗胤 B 10 0 0 

-一一一一一I Mechanical I T T  

H 10 0 0 
(194η! washing with I H 

soap and ヶ B 12 0 0 
幻. 1 ・ 8i 蜘ile w町 i 8 0 0 

1 ・ 20 I "Y 1  '1 B 10 0 0 

H 5 0 0 

11 H P!  5 0 0 3. 3 か|

B 5 0 0 

C 5 0 0 

外表皮に近い lJ ln n 
内部組織 H 10 0 0 
1nner tissue 

neanng 
the nodule 
epidermis 

3. 7 11 HP  10 2 20.0 52 , 53 

B 10 。 。

3.13 

3.:24 

" '1 
HP  B 

B 10 

11 " 
H 10 

B 10 

" '1 
H 15 

B 10 

1 12.5 

o 0 

o 0 

51 

no 
l
 

-
AHi 

註 (Notes): H = Yeast-mannitol agar m巴dium by Plotho (194-1) 

B = Beef extract-peptone agar medium by Plotho (194-1) 

C =Czapek's agar medium 

H P = Yeast-glucose-pepton巴 agar medium 

培地の組成は本文 Ivû1i参照のこと
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第 H 夫

ハンノキ根腐より放射状菌分離試験結果

Results of th巴 isolation of actinomycetes from alder nodules (Al抑制 Jaρonica) . 

ノ、ンノキ属の根場に関する研究(第 4 報)

][ ) (Table 

根癌消毒方法: 石鹸と殺菌水による機械的洗機
Method of sterilization for nodule: M巴chanical washing with soap and sterile water. 

分離板宿組織の位置: 表皮に近い根癌内部組織
Position of separating nodule tissue: Inner tissue nearing the nodule epidermis. 

培地:酵母水一億萄糖ーペプトン寒天培地 PH 6.8 

Medium: Yeast.glucose-peptone agar medium PH 6.8. 

株
F
F
ぽ
団

事
仁τ

‘

d
町
町
内b

叫
γ

刀
'
b
D

下
・
~

射
幸
町
山
田
・

h
l

中
止
:
n

副

生
率
・
時
間
M
W
0
0
3
3
0
7
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
D
O
D
O
D
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
D
D
D

一

p
t
u
'

ぷ
山
川
凶

q
F
B
6
6
2
5
5
4

発
百
回
目
句

l
l

-
一

Y
I
C
A

菌
ヤ
数
日
・n
E
d

ι
へ
y

別
立
配
・

4
民

D
O
l
i
o
-
2
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
D
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

一
制
止
レ
刷
川
凶
副
ぬ

一
一
医
に
問
。
ぃ
げ
川
一

一
レ

T
.
n
s

-
M
m

ふ
L
~
J

一
ト
一
家
訓
一
尚
一
剛

一
シ

m
d
dn

 

e
-
m
 

M
J
U凶

I

o

 
Q
U
 

117 
119 

118 
120 , 122 

123 , 124 , 
125 

126 

127 , 
128--1 , 2 

87 I~fi 63 j除3.0 46 

0
5
2
6
5
5
6
0
3
9
0
0
0
5
0
0
6
0
0
2
8
0
2
0
0
5
0
5
5
5
2
4
0
3
0
4
0
5
3
0
0
5
2
0
 

2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
2
1
2
2
1
2
1
1
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1
2
2
1
1
1
 

1545 

分離
年月日

5
0
0
5
7
4
5
9
1
2
8
1
3
8

ヲ

1
4
5
0
0
1
9
0
4
0
1
6
7
4
5
5
2
2
8
9
8
0
5
6
1
4
B
5
4

1
ノ

2
3
1
1
1
2
2
2
1
1
2
2
1
1
1
1
2
2
3
3
1
1
2
2
2
2
1
1
1
2
2
2
1

へJ
J

・
-
-
-
-
-
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

4
5
5
6
6
6
6
6
6
7
7
7
6
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
3
8
9
9
9
0
0
D
O
D
O
-
1
1
1
1
1
1
2
2
 

9

1

A

1

L

i

l

l

i

-

-

-

1

1

4

1

1

1

4

1

A

l

 

l

-

r
t
、

4つ
4

計

件
付
三
フ
ぱ
回

一
窟
宅
・1
汀
町
S

一
抄
刀

h

凶
民

一
射
一
包
丁
U
d
m・
旧

一
放
香
m
M

一
一
生
率
一
吋

m
%

一
Q
n
u
1
0
3
0
3
0
O
O
G
O

-
-
r
1

よ
一
;
:
・

一
円
刀

h
q
'

一

l
U
6
5
3
6

一
発
一
向
ぬ
同
町
一

2

一

Y
E
A
r
T
A

一

一
菌
ヤ
数
町
i

一
犬
、
長b
h
u耐
に
句
一
川
5
2
6
1
0
1
0
0
0
0
0

一
刷
坐
レ
川
引
一

m
m山
:

放
発
-
u
N
d
d
・
凶

レ
江

.
1
5

・

U
A
h
M
A

一

0
5
3
4
0
5
6
6
5
0
0
0
5
3
0
6
7
0
0
0
2
6
8
9
5
3
5
0
0
0
0
7

れ
放
M
h凶

1
3
2
3
2
1
3
2
3
3
2
1
2
2
1
1
2
4
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
1

シ

m
d
d

←

ヨ
一

8
1
0
8
6
7
3
3
0
6
2
0
5
0
3
9
1
7
8
3
4
8
5
5

ヲ

3
1
3
9
5
5
5
2
6
5
0
2
4

江
氾

7
4
9

離
日
疋

-
m

一η

・
2
.
J
.
J
2
・
べ
・

3
.
3
2

め
J
3

・
J
J
J
J

・
-
-
J
J
.
3
1
.
J
2
・
・
J

之
幻
・
J
J
J

・
J
J
J

月

M
J
U凶
一
M
5
5
5
6
7
8
9
ω
ω
日
日
ロ

%
1
2
3
3
3
4
4
5
5
5
5
5
6
7
8
ω
ω日
日
日

%
2
2
2
3
4
4
4
4
5
5
5

二
分
年

I

剖
一
い
L

い
3・

ο
ι

二

-
U

一

2
2
2

56-71 
72 ,73-2 ,4 , 
5 ,6 ,74-78 
日 1, 82 
83-86 
ヲ2

93 

10 1, 102 

104 , 105 
106 

0 
0 
0 
0 

11.8 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

8.6 
4.0 

0 
0 
0 
0 
0 

円
U
円
υ
n
u
円
U
つ
ム
円
U
円
U
円
u
n
u

円
u
n
u

円
u

円
U
つ
中
1
i

円
U
円
υ
円
U
円
》
門
U

110-1 ,2 , 3 
113-1.2 ,3 

111 , 112 
114-1, 2 
115 , 116 

O 
D 
O 
D 
D 
0 
0 

10 .0 

5.6 

10.6 

。

n
u
円
U
円
U
円
U
円
U
円
U
円
U

勺
J
h
1
A

司
A

ハ
U

5
1
5
5
0
0
0
0
8
0

ノ

9

1
i
1
A
1
a

円
ノ
』
つ
ム
ワ
-
円
ノ
ム
つ
ム
T
A
1
A

つ
-



第 52 号林業試験場研究報骨- 8 -

(Table m) 

ヤシヤプシ根腐より放射状随分離試験結呆

Results of the isolation of actinomycetes from alder nodules (Alnus firma). 

表11[ 第

根麿消毒方法: 石鹸と殺菌水による楼械的洗ì(H~
Method of sterilization for nodule: Mechanical washing with soap and sterile water. 

分離根癌車日紬の位置: 表皮にil.ê\，、浪寝内部組織
Position of separating nodule tisSlle: Inner tiSSll巴 nearing th巴口odllle epidermis. 

i宮地: 酵母水ー葡萄糖ーペプトン当事天培地 Pn 6.8 

Medillm: Yeast.glucose-peptone agar medium PH 6.8. 

シャーレi翠丹|発生|放射状菌株!!分離|シヤ{レ|草野望|発生|放射状菌株
数トレ数|百分率|番 号 1; 年月日|数トレ数|百分率|番 号
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叉J二表の結果を見るに，ハンノキ， ヤシヤプシを通じ，放射状菌の発生は，時期が同じでも

年度により悲しい差異を示しているが，主として 3 月から 9 月に亘って， 44ーに 5)"] をr.1'心とし

た附近に最も多く見受けられるようであり p 叉此等放射状菌の発生は，殆んど組織より発生す

る場合が多く，且つ共の発生せる場合でも， 同一シャーレ中に発生する放射状菌株数は普通 1

佃の場合が大部分を占め， まれに 2~4 側発生する場合も見受けられた。倫第 1 表ハンノキの

分離試験結果に沿いて，昭和 22 年 5 月 8 日， 21 日の 2 固に亙る分離試験では可成りの放射状

菌株を分離し得たが， 此の際朋いた根痕Ict 10 年生のハンノキ K着いている第 1 gj'j記載の β

m!即ち葡萄状塊71去の根鼎でるって，其の後の分離に際し斯くの虫nき根鼎を求めたが得るととが

出来友かった。

而してハンノキより分離された放射状菌 63 株の大部分及びヤシヤブシより分隊された放射

状菌 13 株の約牛数は，同一種類にi互いと思われる ものであり ，尚此の他，ハ ン ノキで 4株持

色のある同一放射状菌株が見受けられた。 叉ハンノキ， ヤシヤプシの根鼎から放射状菌株の分

離される割合は，第 E 表，第目表で了解される如く何れも極めて僅ノj 、で ， 前者で‘は総使月j シヤ

{ レ数の 39-ó ， 後者では 0.7% を示してたり，両者の間に可成り著しい聞きを示した。

以上の外p 両樹1霊の分離試験を通じ p 屡々組織から分離されたと思われる数在fI類の細菌が見

受けられたが，共の1'[:'でも，従来多数の分離実行者によって報告されている萱;r;;[-~長鼎菌類似の

細菌が最も多数を l主めていた。然しイ即官{のr.1:1心部組織を mいた分離試験に際しては，殆ど本菌

を始め他の細菌の発生も見受けられ友かった。

以上分離された放射状菌及び細菌菌株は，夫々後速の接種試験及びその京m菌学的諸性質の研

究に供するため p 数回屑平培養を繰返して余計半分離を行った後，酵母水一葡萄糖ーペプトン寒

天斜面培養基に 1 ヶ月毎に移植を行って保存した。

百 分離菌及び根摺磨碍物によ苔接種試験

上越の分離試験によってハンノキ， ヤシヤブシのj即F付ミら分離された約 80 株の放射状菌株

及び数種の細菌菌株については ， 一応出来るだけ厳密主主状態で，即ち筆者 (1952) が第 3 報に記

載した大型試験管内の7K~1法， 砂耕法， T!訴を排法で養成した無菌苗を用いて接種試験を行い，他

方比較区として無接種区 ， オ即密接種区も併用してそり根痕形成能力 を試験したが，現在迄の処，

此等分離放射状菌並びに車fB菌菌株は ， 単独接種では根癌の形成は認め られなかった。然しなが

五分離放射状菌の 1:1:1，最も多数を占めている放射状菌及び細菌中の Bacterium radicicolα 類 、

似菌は，寄主植物の発芽種子の幼根K対しでも何等の害を及ぼさ寸-;，むしろ根の発育を促すよ

うに思われた。殊にポッ ト試験にゐける萱手;I.~・即ffl菌類似菌のハンノキi1ifß!î t乙対する接種試験で

は，無接種のものに比して寄主植物の生育促進に著しい結果を示すものが見受けられた(第 E

図版参照)。
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又今超l亡行った多数む大型試験管内に養成したハンノキ，

混合接種試験を行ったもりり仁1.:1 ， 上述の最も多数分謝された種競の放射状菌株と数種の分離京1 11

ヤシヤブシ }f!~菌苗に上記各菌株D

林業試験場研究報告- 10 ー

3 あり又{j~菌とをハンノキに同時接種した場合， 3 ヶ n後根府の713成を認められたものが 2 ，

り厳密でないポット試験に沿いて同上放射状菌株を接種したものの '1'1 ， 約壬|三年後根薪の形成を

認められたものが 2 鉢程見受けら土したのでp 共の後退試を行っているが，米だ満足友る結果を

得るに至っていない。要するに接種試験は現在向継続仁川と して，此等についての詳細な報告は

三五くの機会に譲るとととした。

ヤシヤプシ両樹種石油じ秋から冬に I(ってii守第 V 富iiの分離試験の結果を見ると p ハンノ、 キ，

殆んど放射状菌の分離が認められや，従って時期によって，分離の可能，不可能の時期が合寸

るにあらややとの撰問が生じたので，共の概111各の目安を得るため，予備的Jこ次の根子Nl磨砕物i乙

よる接種試験を ， 分離並びに接種試験実行の合[切に行った。

即ちハンノキの根痛を石鹸と殺菌水で、充分洗慨した後 0 . 1 ~0.5% メ Jレクロン7J， j安液で、 10~

30 分間滅菌した後，酵母水一葡萄糖 ベプ ト ン泉大培地で， 27cC 3 日 rl-\J滅菌の程度を調査し

て p 表面殺菌が完全と忠われたもののみを， 1東砕l~濁i夜として可l変りの量 (小さ いものは 111~

措程度)を， -It古速の大型試験管内の砂主/1:法，傑f&l:法，或は水耕法で養成したハン ノキ無菌î'，'， I亡

接種し，夏季はガラス室で，冬期はガラス定、温室で、根駒形成の可否を試験した。此の接種試験

を白昭和 23 年 10 月至昭和 24 年 9 月間 2 ヶ月毛-f:K繰返した結果， ~tの各接種試験を通じて p

勿論本試験は予備的に行った為} 1:手

!豆!の供試本数も---定でなくで，叉根般の形成の歩合も陸々呉ったがr#bを示したがp 要するに 1

年を通じて様腐内には根嬬形成能力ある菌が存在しているととが窺われた。

何 zトよかは接種後 2 --....3 ヶ)J目に根持者の形成が認められた。

しカミしなカ2 ら H七の

根癖NN砕働jの接種試験で、町白 く 思われたとと I'Ì接種の量が少いと根抵?の形成が認められない場

合が多く，又根崎の中心部の組織をもって同様の接種試験を行ってみたが，此の場合は可成 り

多量の接種を行つでも根痛の形成は見受けられ左かったととである。 向此の外に比較試験とし

一度て ， 1 500 昇京水で、 10 分間1f-度滅菌した根府の腕砕物を月j いた接種も行ったみたが，

も根鼎の形成は認め られなかった。

察考町
"
ι

T
U
V
 

ハンノキ佐;級殺~/ffifの分類学的位置に関しては， ftlに緒言iと沿いて並べた虫/f < ，現花放射状菌

設が支持されて居 h 従って筆者の分離試験も根燃から放射状菌を分離するととに重点を泣い

て実施して来たがp 此等の試験は未だ詮仁j-I ([)過程にあり，叉追討を必要とするものも多々ある

ので，決定的結論を下すのは火の報告に譲るとととし，此処では現在迄の給処をI44艇 と して，

3 の考察を行 うととに 1 1: めた，主 と して根鼎から分離された放射状菌を 中心とした 2 ，

分離の時期に関する考察a. 
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ハンノ午!，'l'>f1UfviWdの分離に|祭し，材料たる根抑制!紘qtl乙，所謂;繁航能力を千fする根荊菌i本の

現{i するととがうじ決川題たるは疑問の余地なき事であろう。 1 年生は勿;ik多年生!~利払(!I7Ij(Û大

部分の悦fffの寿命は 1 年以内であって，J.ミ等 i土和 r-の成熟期IL達するに従って， ;jl~{店内 lこ主要植

能力のない Bacteroid 型の菌体がよ怜加1 し ， ..:jく有引こ根需の内芥物!まヲ~:f=ì:N[物に!吸収せられて空

洞を生じ，絡には芸新iiせる外皮のみを残して消失する事が一般に観~:fせられて!d:iJ，従って共

の分離の時別も nから限られている。之に反しハンノキ属の根鼎は多年生であり，而も筆者の

之迄の経験では， I尽l季を通じて外銭的にはM等む変化のない新鮮宏美したH~f'l も見受けられた

とと， X. Plotho (1941) が殴洲産の Alnus i ncana ([)根鼎を月1 い， 1938 "1'-の 8 )]から 39 年

の 5 n に去る1i\J， ~!;ìの深い為根前採集が不J1JÍî~であった 12 月， 1 月をと除いて根府間 (Actino­

myces alni) のう〉却が可能であったととを述べているとと，及びヌト:桜台の郁羽毛I'Hこ記E'x([) :!in

く，ハンノキの相対fl をメルクロン O.1~O.5% の水i街夜で 10<:~O 分川支耐を消ーぷし， ('.域菌の

確実なものをハンノキ無菌苛に接種して， PLJ季を通じて根崎形成がル乏けられている点より判

断して，根tt~r't I刊には 1 年を通じて根駅を形成し作る，換言すれば繋船能力あるíïH本がイjえするも

のと三与えられた。

しかし一方ハンノキ属根寿司の寄主布{(物に対する関係は未だ確実なる実験的~IEI1JJ はなされてい

ないが， 17:利手11'，:物の;j:[;ば?の寄主布11物に対する関係と類似するものと三}5-えられてむし従って寄

主植物のメ!:，lW.(j"J条約'1乙応じて恨鼎内に間々の変濯があるととは充分説L、作る所である。例えば

Krebber (1932) は根崎内に普通見受けられる，現住一般に内生菌の退。Ij;i\'.!と見倣さ j している

菌糸で辿絡されたq:，\'異な形成物即ちi白状休 (Vesic1es， Bläschen 第 111 図 g反 1 ， 2 参加)は冬

期にはjf'ì欠して凡'克けられないととを述べてゐり(但し筆者のねi胞学的観然によると p 当年生

の若い1共栄lでは冬.WJでも泡状休は見受けられた)， Schaede (1932) は之が主主航中'l)に泊化吸収

されるととを桁占有してたり，山口 (1931) はハヂシパリの根癌の細胞学的観察の結果，時季に

より根桁和n胞内のi殴粉位，並びに根鼎菌f本にml~のあるとと，叉小西及び材i布lC (1936) はハン

ノキ線引内の;nl~足分訂fび、に窒素分の合有置が，共のJ采集の時期により苦しく器具のあることを

報台してゐ上又常x.の本分離試験の結県(第 L 第百支)では大体 3 ):J. L 'ri]より 9 月上旬p

特に 4 ， 5 ， 6 )j がj止も j色しp 秋から多l乙 JTつては殆んど何等放射状}自の分慨が泊められない

対応より，時期により分離可能なる内生菌の分布にNì長があるように窺われた。

之を要するに，ハンノキ間棋界JJの内生菌と推定される放射状立iの分離は， 1 年を通じて分離

の可能性は仔するも，更に進んだ分離方法が見出されない限り， Plotho (1941) り分溜方法を

多少改変した本方法では p 時期により共D難易が存ずるもりの~fl < ，又共の分離の好時期とし

ては1:[;持の発育が最も fll雌と推定される 5 月を中心としたl背後と:むえられる。

HIJ幸吉ーは極く最近ハンノキ院の松癌からは勿論，グ、ミ，ヤマモモの根痛からも極めて効洪~J'~

な放射状ì1tîの分離方法を発見してゐ札本方法によると， 11 , 12, 1 , 2 の n でも 11Th\( り多数
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の而も J件樹積に応じて時々 ['iJ--の放射状立i株(士t として Streρtomyces 属)の分潟11 に成功し

たので，之については引続き分離試験を継続した後詳細発去の予定で‘ある。

b. 11~抑の滅菌、並びに斜1純分離方法i乙関する考祭

従来多数の1ûF究者がハンノキkrl，;jl~州出の分離に失敗した!日{凶の一つが， tRJñ'l表面白泊111iが内

部恨前mを死滅せしめる限強い為か，或は外部雑誌iの発生を許す科弱すぎた為に非十やという

ととは，一応考慮せらる -"J きととであろう。従って筆者勾も;最初 P10tho (1941) の主張する「内

生l~ìを;守するととなく凡ての，或はFffんどJ.Lての{l~i市外部に~HJtfせる ~IJもjを死滅せしめること

がIf l来伴る:tmき方法」を見111すととにi:rIJ~を泣き，多数の減ì:Gì処nlを行った*ii，l.lt !T~ \l色ííの供

究17桝砕物による接種試験のぎIlL.記載の如 1 < ，メルクロン O.1~O.5% J!'z昨液で、 10~30 分IliJ減

}]\îするととにより， /11存々此の日 ÍI句に合致する{1IぜJJ汗Jdf方法をは 11 11 し件るととが解ったが，本方

法では結局供府内に生悼するにあらややとJ目、推される市111市(主として京科侠鼎菌類似の細菌及

び共の他 2 ， 3 の市III凶)の発生が梓しいため多くは失敗に帰したので，児に一歩近めてtr~府内

にゐける内生Nìの分ギ'/Î状態を J;r応必要が桁J返された。

ハンノキ属根府内にたける内生存jの分布に関しては y 之迄多数の学 J?による車IH胞学的在日23結

果が、出{I'j'されてか;;し特に品在 Krebber (1932) , Schaede (1932) , P10tho (1941) の浪合に

よると，一般に若い前休は去I}Z_ 菜細胞組織r[ 1 に見 11\ されてむし f,',J P10tho (1941) J主税収の

靴.ri;束の放射状髄和II胞に沿いても放身、j状立ìH~を確認している。又，Iî い11~昂?の内部の大部分に認

められる f白状休に関しては，従来色々な立I1An"i主 11 されて来たが，私が!刊J川)首jな述の虫如如「日1 ( r内人刊Jét白ìti岩i吋f綿鳴の

変1形i杉ラした r外生1-:ミ-:7市丹市古能E力のない i退旦f歩j;

り1)， P町10叫tho (19悦41り)の立如I日l きは P 之をミクロマニプラト-;]../乙依って単1)，'，1土庁芸し，共の生日能力

のないととを実~ilE している。

J官庁の行った，[，1:験私.11mによれば， 1!11 ち強い殺国剤に上る般屯なる夫n'lIlj'n五:を行ったÆ:r~ffi'f iJ 込ら

イilJ等の微生物も分離されや且つ此のjf?砕物を接極しても根将?の形成が泌められなかったとと，

財I立のメルクロンノ']'(j容液で1兵制去IírÎを完全に消毒したMMのH15砕物は11~駒形成能力が辺、められ

たが，此の q l -L.'1'i1 1に近い内部卒11械を )IJ いたltj合には{:IVC'Îの形成ーが認められなかったこと，又根

岸flの表皮に近い /ÂJ部組織を分離にJiJ いた場合;ま放射状菌の発生が]重々見交けられたが， LiI ，c、部

i亡近い車II散を別いた場合は殆ど何等微生物の発生が認められなかったとと p 以上り事ーより紫積

能力ある放射状mîの菌休は主として根崎白衣皮に近い部分に存布するもθと考察された。

fb]此の外，特に注目されるととは， ~í;民消毒或は弱度の表面殺Nîを行った根鼎θ磨砕約jを接種

して根号?を形成させるためにはp 可成り多量の磨砕物を川いる必要があるととで，此の榛な現

象は， Hiltner (1896) , Krebber (1932) , P10tho (1941) の報告でも記哉されているととで，

P10tho の如き 1，主「根措内には校457の形成を促進させる未知の多くの物質が合まれているた

め，その接種によって棋鼎を形成させるためには可成りの量が必要となるであろう」と述べて
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いるが，しかし':ft:X-VJ:，本試験にたいて， ji止も若い内生前が分布していると，巴推される桜托何〉

夫1之に近い内部事11椛を分離に JIJ いても，放射状菌株の分離される率が，jiJJiめて少いとと及び分離

がは'乏けられる場合でも，同時に 2 株以上の発生を見るととが碕であった事より判断して p 根

府内には繁司地h能力ある此J等与l放F交土叫身射J 状}凶省出}荷Z苛H休本の分干布ri行刊川巾{引仰伽例11日川1，川，1伊戸所所月斤-及び

iに亡 J接E祖に多台予荒lの4棋l共4緋剖弁括'.'j河}j砕物を必必‘嬰とする一lド川y吋J を左すθでで、はないかと考える失第である。

l以1スリ1-- を立裂4するにハンノキ1肘ず

糾究押邦鼎，背ldfの去皮に近い幸利相机|口礼l.椛 iに乙分有布f し， 共の分布fII，1所及び、存在ftは極めて限定されているものであ

り， X時!gJによりう消住の難易がある点より P 共の存在111，附及び存在量は~f主航物θ生理的条件

に従って変化するものではないかと推定するものである。

C. 分離咋芸ぷに関する)5崇

ハンノキ I!Ì，~H~将伺ミら放射状ilii を分自(1するための好適仔敵味護基は立î-i直発育土庁益基とも情接左

関係にあり，日‘つ本実験限度の品川Lで結論を下すには不ヲヒ・3トなので，此等については後円 l亡譲

札此処では今迄使川した分i離土庁地の主なるものにつき簡単に比較考察するととに 11: めた。

2在 X-はハンノキ属根鼎r~Î介i瀞試験の極〈初期に当って，従来放射状Niの発ffl亡過当と忠われ

て来た股々の土庁地或は之を多少改変したものも川いて介隊1試験を行ったが，棋府の泊Ji長方法及

びネ11椛の分離方法も一定しなかったとともあり，何等好ましい結果が件られなかった。 Plotho

(1941) の論交を入子するに及び，氏の提唱する肉ヱキスーペプトン並びに階f:上水ーマンニッ

トの両寒天府地及び後x-を改変した時母水 葡萄糖 ベプトン寒天時地を主として IJJ いて分離

試験を行ったf:J; 月L 抗 1 去で了解されるように，前2 者のけ地カ通ら何等!j~Jj;J状菌のう消佐は認め

られ1何日:酵I :J: Jk_-葡萄糖ーペプトン本天培地からのみ 3 株の放射状菌株の発生を見てたし共

の後本土庁地を IIJ いた分間試験では立n 去，第Iß去で了僻されるように，ハンノキの根鼎から63

株，ヤシヤプシの棋府から 13 株の放射状立i株を分離しれ}ている。

01論 1 年をiili じて此~(yの:í}lJPif地による分離結果を比l院する H院がなかったので断定し難い

が，此~if;M:.身、j状mを木村上也にJ多村〔した場合には p 他。 2Xーより其の発育が良ta-なるととからも

判断して，争-j干の現!r:i与の実験範囲で、は本陣ほ水一葡萄糖ーペプトン215天帯地が分離に最も過

したものとJι抗t された。

d. 分離菌並びに接種試験に関する考察

4三分離試験に依って，ハンノキ，ヤシヤプシの根密から放射状菌を夫々 63， 13 株得，共D

qr前五ーの大部分と後者の約半数は111存々同一菌の如く推定されたが，之については勿論p 一方此

等菌株が Plotho (1940, 1941) の分離したハンノキ根鼎菌と同ーのものであるか否かについ

ても p 最近長尾研究所長小南清先生から， Plotho の分離した Actinomyces alni Peklo の

菌株を分譲して戟いたので現在調査中である。

、 Plotho (1941) は Alnus incana (!)根縮から分離した放射状菌 (Actinomyces alni) を
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Alnuus glutinosa のえり-，'1'11乙J妾lÆ して 11UMの月五jJ止に成功しているカ:， ~rt :X- (1951) が第 I 千投で

来日介した如1 < ，共の実験過程に Actinomyces alni 以外の微生物も関与しているのではない

かと対われる節もるり，一方策x.の.Jt干:，f[，試験のが;県では， il止も多数分離された放射状ìJHでも，

厳併な状態の単独接種では棋界Jfの形成が認められなかったが，1lIに之に数陀の分級車/1出iを )JII え

た出合接'Hiのものでは， 2 , 3 根鼎の形成が認められたものが見受けられ， JLつ又余り厳?与な

らざる状態で鉢村[で養成したかl~r{ÌI'1'1に対しては本hH，j状!{;Îのみを接航したものに， !Iモ年後Æ1~~n'f

の形成を見たものが 2 鉢陀見受けられた点より判断して，ハンノキblA~掛?の形成には本放射状

間以外に他の微生物も関与しているのではないかと忠iff: されるニた第である o

Jくに此も肱々分離された1~~f;斗HUf:irGî .1Hi似の*IIIYMIこついてで、 dうるが，小:ì'tîがハンノキ肘の帆桁

から J')}; 々分却さ ~Lるととは， wtに Peklo (1910) , Spratt (1912) , Lieske (1921) , Areularius 

(1928) , Ziegenspeck (1929) , Borm (1931) 等によって淑汗されている処であるが，イーfúのH~

府内の({-汗については，現ィ't:下旬異論がある処で，全然否定，ìJtを述べている BurilI及び Hansen

(1917) の虫11 きもあり又 Krebber (1932) も共の車/11胞学観察の紡県では1i定している。 iz\j此の

他， Schaede (1932) は詳細lなる車111胞学的観察により，古いl段々に生育した Alunusglutinosa 

の拠府内に限って，常にi白状休に附随して枠状から球状を呈する車limw状のものの存在を述べ，

之に対し Bacteroiden なる名称を附し，ラfj~~l'TMの引明4の発j主:過仰のもので，イi'J等n てì::'I-'J:のな

いものであるととを十円前しているが， Plotho (1 941) の研究では此の様たもののイ{-:(/.を否定し

ている。之等が前記草科侠鼎菌類似の前との関係の有無!ま uiに研究を裂するも，一応注nせら

るべき問題であろう。

一方筆:日ーの今迄の経験では，余 1) 強力で、ない減W，j剤で、完全に去 n'JÎjj'fill を行った根9討を時砕し

て同-'1'-:i: H-主を行う際は，ダf:んど、煮干:1・11UMflMHi似りィ~*IIIf，Mが分却されて公 i) , .1訂水分離試験では

棋栴の rjt心部より去n"ÎI乙近い車n織をJi J いて分敵を行う際に!遅々木ì~Hの発~!:，す~ ;庁、められて会リ，

叉木閣が!{f主tll[物の生以を促すft[Ïf(，]1こある結果より判断して，本}司法ハンノキ縦揺?の表而に近

い部分にイ{-し，根Fi;i とイIIJ;'f'jかの関係を有するものではらいかと考察している次第である。

又 Roberg (1939) は欧州産ハンノキ属~l~~;'iの'~~ÍÌ'}物交互接杭試験により Alunus glutiｭ

nosa , incana , cordata , viridis <l)組問菌は I ， ;J ー限生物Jなるととを， Plotho (1~41) は A.

incana と A. g 1 uti nosa の根;Jß>jfÎiiが同一なるととを根鼎菌の接種により実証しているがp 筆

者の之迄の調査では p 本邦産ハンノキ属根需の tlt，ハンノキ類とヤマハンノキ類は幼市の根駅

の色彩を異にするとと，叉極〈最近筆者の考案した新しい分離方法では p 若い 1 年生のハンノ

キの根癌からは本試験で最も多数分離せられた放射状菌と類似のものが分i離されてたり，之に

反し 1 年生のヤシヤプシの根府からは主として犬とはとた然別屈の特色ある放射状菌が多数分離

される結果を得つつあるので，此等本邦産ハンノキ属各樹f:íEの f.Q副首が，全然同ーの微生.物よ

りなるや否やは更に一!涯の研究を必要とする問題と考える火活である。
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iÄî本分離試験並び、に接種試験は引続き実行中であり，叉此等分離放身、j-~犬fÆ4及び細菌々株の主

主主るものの京111菌学的諸性質についてはp 現在詳細調査rl'で，之については第 V 報で発去の予定

である。

Vlll 摘要

本報告は白昭和 I 21 (，1三 10 月至昭和 24 (， 1 三 12 月間に実施した主としてハンノキ，ヤシヤプ

シの根府から放射状菌を分離する実験を llÎ(A及ったもりである。

分離方法は主に Plotho (1941) が記抗している方法を多少改変したものを用いた。分離さ

れた各徴生物についての，接種試験並びに共の細菌学的諸性質 i乙関する訓査は現在引続き実施

中である。

1. 自昭和 22 年 5 )J玉昭和 24 年 12 nr由 Plotho (1 941) の方法を改変した分隊試験に

より;_.在与はハンノキの根栴から 87 Ifllの分離試験で 63株p ヤシヤプシから 62 同の分

離試験で 13 株の放射状菌株を分離した。 f古I此の他に両樹種から古利根F57菌類似砲を合む

数種類に立る細菌を分離した。

放射状菌の分離頻度，即ち本分離己犠期間を通じて使用されたシヤ{レの rì:t ，放射状菌

の分離されたシャーレ数の総数に対する比率!土 p ハンノキでは 3% (46: 1545) , ヤシヤ

プシでは 0.7% (11 : 1411) であった。

2. ハンノキ属根癖内には，根癌を形成し得る徴生物jは 1 年を通じて存するもりの如くであ

るが，本分離方法によれば，放射状j'tì (Actinomycetes) の分離は主として 3 月下旬より

9 月下旬に至る問，特に 5 月をr!1心として最も頻繁に見受けられた。

3. 分離にmいる根鼎はp 若い苗木l乙若生した新鮮且つ充実した根好材

る。

4. ;{長FEf←友面白泊毒は特に行わす=とも，石鹸と殺菌7]'(による機株的洗慨を充分繰返すのみ

で、， ~:Q9t-W内部θ組織を)rr~菌的に分離し得るととが併った。

5. 上述の放射状菌の分離には，根府の rl'心部に近い内部組蔽ょに外支皮Ic:i/iい組織を月1

いる方が良い結果を示した。

6. 放射状菌θ分離培養基としては， Plotho の提唱による時吋:ノkーマンニット寒天培地を

改変した酵母氷一葡萄糖ーベプトン寒天崎地が極めて優れた結果を示した。

7. 放射状菌は主として組椴より発生する場合が多く，且つ共の発生数は僅少で，発生が認

められた場介でも，普通 1 仰のシャーレr!'に 1 株の発生生児る場合が大部分で、あった。

8. ハンノキイ災前l刊に2まいて，分離可能なる，換有すれば誤植力ある放射状iliì休は主として

表皮に近接した中11識に而も僅少に存在するにあらす=やと推定された。

9. 本分離試験l乙長いて最も多く分離されたliH~H状菌及び宣科根鼎菌類似の点IR菌は現在迄の
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ととろ，仰れも厳屯な単独接種tfi\験で、は夫々の守主 I乙対して叔府形成能力は認められなか

ったが， 45主植物の生育促進には併接な関係が存するものの如く， 向上記放射状菌は或る

種の細菌と共同して恨姶?の形成を行うのではないかと推定された。

本稿を終るに臨み，御指導と御校閲を辱うした元東京j三学教授小市清，林業試験場浩林部長

農学的 1:大政一[E隆， .]1，-ぴ l乙間々御似j下?を賜わった大IJ~[民業研究所長法学f事てI:IJLîl勺表-<2)諸先生

に深.111.:の ~~W:を去す。
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X R駸um� 

This report chiefly deals with the isolating experiment of actinomycetes from 
alder nodules (Alnus jaρonica Sieb. et Zucc. and A. firma Sieb. et ZUCC.) 

which had been carried out from October 20, 1946 to December 14, 1949. 
The method of isolation was referre�. to the modified one which Plotho stated 

in 1941. The inoculation tests and the investigat�ns of bacterial properties with 
each isolated microorganism by the author are now under taking in succession. 

1. Owing to the isolating experiment from May, 1947 to December, 1949 
referring to the modified Plotho's method, the author had isolated 63 stocks of 
actinomycetes from the root nodules of A. jαρonica by doing the isolating test 
87 times over and 13 stocks from A. firma by doing 72 times over. And 
besides, severaI kinds of bacteriaI stock including the bacterium which resembled 
to Bact. radzcicola were isolated. 

The isolating frequency of actinomycetes, that is, the ratio of the number 
of Petri dishes from which actinomvcetes were isolated to the total number of 
Petri dishes which had been used throughout the period of the experiment was 
3 per cent (46 : 1545) in A. jaρonica and that in A. firma was 0.7 per cent 
(11 目 1411).

2. It seemed that the causing organism of alder nodule might live in the 

nodule throughout the year, but owing to my isolating experiments about Alnus 
japonica and Alnus firma , the actinomycetes were isolated usualIy from the 
end of March to the end of September, especially in about May. 

3. It seemed that the fresh and complete nodules gathered from one or two 
years old seedlings were desirable as materiaIs for isolating the actinomycet巴s.

4. Without using any disinfectant for sterilizing the nodule surface, the 
inner tissues of nodule seemed to be able to being separated from the nodule in 
germ-free by washing it mechanicaIly with only soap and sterile water. 

5. For isolating the actinomycetes from alder nodule tis目3ues ， the inner 
tissues nearing the epidermis of nodule were better remarkably than those nearing 

the centre of nodule. 
6. As the isolating medium for the actinomycetes, the yeast-glucose-peptone 

agar medium which Plotho's yeast-mannitol agar medium was modified showed 

the best result in the experiment. 
7. 1n many cases, the actinomycetes had developed out of the tissu巴s in the 

medium, but the isolating ratio of the actinomycetes was very few. When their 
development was seemed, the number of them was only one per a Petri dish in 
majoritjん

8. It was supposed that the distributions of mycelium of the actinomycetes 
with propagative power in the nodule, which might be isolated, were districted 
chiefly in the tü,sues nearing the epidermiB and the quantities of those mycelia 
were also v町y few in th:: nodule. 

9. 1n the stricts inoculation tests, each of the actinomycetes which occupied 
the majority of the isolated actinomycetes and the bacterium resembled to Bact. 
radicicola which had been isolated frequentIy, failed in the nodul巴 formation 011 

alder by oneself. But those actinomycetes and bacterium seemed to have someｭ
thing of the power to promote the growth of their host p]ants. 

Owing to the results of my inoculation tests with the severaI is:コlated

microorganisms in mixed, it supposed that the actinomycetes above mentioned 
might have the ability of alder nodule formation when they were combined 

with some other bacteria. 
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M 園版説明

第 I 図版: 円ンノキの根熔

1 ・ 出型根癌 ×一一7 大阪支場門21分場苗畑の 10 年生ハンノキ樹の根より採集。昭和 22 年 5 月
10 

8 日撮影。

2. 向上拡大写真 x1.8 

3. β 型根腐 ×一乙 大阪￡場丙島分場苗畑の 10 年生ノ、ンノキ樹の根より採集。昭和 22 年 5 月
10 

8 日撮影。

4. 向上拡大写真 x 1.8 

第H図版:宣科根癌菌類似菌のハンノキ無菌苗に対する接種効果の 1 例(ポヅト試験)。

昭和 22 ~5 月 7 日 無菌発芽種子を殺菌鉢に移植

昭和 22 年 5 月 13 日接 種

昭和 23 年 7 月 3 日撮 影

左 2 本 J玄関区p 右 2 本無接種区 ﾗ; 
第 111 図版: 1 年生ノ、シノキ苗の根腐内に見られる泡状休

1. 板宿横断面に見受けられる多数の泡状休 x1200。 昭和 23 年 6 月 10 日採集立立びに固定。

閏定剤: Strong Chromo.Osmo.Acetic Sol. 

業色剤: Heidenhain's Iron HaematoxyIin 

2. 細菌染色に依る泡状休 x1500。 昭和 23 年 7 月 9 日根癒J求集立主びに染色

染色法: Löffler 氏法

綬毛の如きは菌株

Explanation of Plates 

PlateI: Root nodules of alder (Alnus japonica). 
3 

1. a.type root nodules gathered from 10 years old tree x 一一一， Photographed on May 8, 
5 

1947. 

2. Magnified photograph of 1, x1.6. 
3 

3.βーtype root nodules gathered from 10 years old tr巴e x-~- ， Photograph巴d on May 8, 
5 ' 

1947. 

4. Magnified photograph of 3 , x1.6. 

Plate n: Some examples of the effect of inoculation with bacteria resembled to Bact. 

radicicola on alder seedIings (Alnus jaρonica) in pot tests. 

a. Transplanted the sterile germinating seeds in sterile pots on May 7, 1947. 

b. Inoculated on May 13, 1947. 
c. Photograph巴d on July 3, 1948. 

凶 2 seed山 inoculated; R刷 2 seedlings control x ~ 
Plate 11[: Vesicles in the root nodule of one year old alder seedling (Alnus jaρonica) . 

1. Vesicles seemed in the cross section of nodule x 1200, gathered and fixed on July 10, 
1948. Fixed with strong Chromo.Osmo.Acetic Sol., stained by Heidenhain's Iron 

Haematoxylin. 

2. Vesicles by bacterial stainning x 1500. Stain巴d on July 9, 1948. Stained by L巴ffler's

method. FlageIIa Iike bodies are hyphae. 
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第 I 図版 (Plate 1) 
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s. Uemura: Alder rcot nodule-lV. 
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第 II 図版 (Plate H) 

s. Uemura: Alder r∞t nodule-1v . 



ハシノキ属の枚取に関す研究る(第 4 幸11) (槌付)

第四図版 CPlate m) 
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S. Uemura: Alder r∞t nodule-IV • 


